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■■■海外ビジネスニュース■■■

・ドイツテレコム、ＧＴＳ中欧の買収へ
・米雇用統計、 月分の解釈はいつも以上に警戒が必要
・アップル、曲面スクリーンの「ｉＰｈｏｎｅ」開発中

・建機大手の中聯重科、「新事業の立ち上げには買収の可能性も
排除しない」―中国

・ 年大型企業の新設本部、新興国進出の ％が中国に マッ
キンゼー調査

・ヴァーレと山東海運、５億 で鉄鉱石の輸送契約―中国

■「ビジネス・インドネシア」紙
　

対西ジャワ州投資、 年は ％増加の見込み
　

　西ジャワ州への投資が加速しそうだ。ダダン・モハマド・マスム州投
資促進調整局長は、「 年の投資総額は今年目標である 兆 から
％増え、 兆 （約 億円）に達すると見ている。現在、対西ジャ

ワ州投資の約 ％を、日本、台湾、韓国、シンガポールといったアジア
諸国の企業が占めており、さらに増加するだろう。地熱発電、インフ
ラ、製造、農業などが主要な投資分野だ。当州には国全体の ％に当た
る地熱資源があり、注目されている」と述べた。
　

セプタ・グループ、バイオマス発電所をリアウ州に新設へ
　

　パームヤシ農園運営のセプタ・グループはリアウ州内３県で、バイオ
マス発電所を建設する計画だ。アフミ・セプタリ最高経営責任者は、
「３発電所の発電容量は になる。３県には、当社所有のパームヤ
シ農園があり、そのヤシ殻や空果房を燃料として有効利用する。廃棄す
れば温室効果ガスが大量に発生することになるので、環境保護にも貢献
できる。電力はすべて国有電力会社に売電する。投資額は１ 当たり
万 （約２億 万円）」と語った。

■時事速報　　　　　
　

ＳＬＮＧターミナル、新貯蔵タンクの稼働間近
　

　シンガポール初の液化天然ガス ＬＮＧ 基地の建設・運営を担当する
シンガポールＬＮＧコーポレーション ＳＬＮＧ は、ＬＮＧターミナル
の拡大プロジェクトの内容を明らかにした。プロジェクト総費用は４億
シンガポール 強とみられる。８日付のシンガポール経済紙ビジネス・
タイムズ 面 が伝えた。ＳＬＮＧの広報担当によると、第３貯蔵タン
クと関連施設が 月に稼働準備が整う。これで、合計年間貯蔵能力は現
在の最大 万 から 万 に拡大される。また、４番目の貯蔵タンク
の建設を計画しており、 年第２四半期に計画の最終決定を行う。現
在建設が進む第２バース（岸壁）は、 年第１四半期に完成する予定。

「日刊通商弘報」は日本貿易振興機構（ジェトロ）海外駐在員によ
る現地発ニュース、「新華経済」は中国の新華社ニュースの日本語
版サイトのヘッドラインです。

■日刊通商弘報　　　　　　

■新華経済　　　　　　　　

・経済の先行きに悲観的な見方広がる―中銀が各種調査を発表―

（インド）

・欧州委、厚さ 未満レジ袋の削減策義務化を提案（ＥＵ）

・オンラインでの認可追跡サービスを開始―遅れる法人税減免措
置適用の改善図る― （インドネシア）

■ウオール・ストリート・ジャーナル
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（株）ミヤスズ
住　　所：千葉県銚子市三崎町３―
代　　表：本宮　照康氏
資　本　金： 万円
年売上高：約 億円
　　　　（ 年２月期
負　　債：約 億 万円

大手進出で競争激化協調支援不調再起を断念
　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
情

報
部

　
千
葉
県
東
総
地
区
に
直
営

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア

店
舗
を

経
営
し
て
い
た
ミ
ヤ
ス
ズ

は
、
９
月

日
に
東
京
地
裁

へ
自
己
破
産
を
申
請
、

日

に
破
産
手
続
き
開
始
決
定
を

受
け
、

年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
た
。
ミ
ヤ
ス
ズ
の
前

身
は
１
９
６
３
年
７
月
設
立

の
ウ
イ
ン
ド

旧
ミ
ヤ
ス

ズ

。
茨
城
県
内
の
同
業
者

の
相
次
ぐ
出
店
攻
勢
に
対
抗

す
る
た
め
、

年
９
月
に
大

手
ス
ー
パ
ー
の
資
本
参
加
に

よ
り
積
極
的
な
多
店
舗
展
開

を
図
っ
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は

店
舗
内
外
に
達
し
、

年

２
月
期
に
は
売
上
高
約
１
９

２
億
６
５
０
０
万
円
を
あ
げ

て
い
た
。

　

年
に
入
り
大
手
ス
ー
パ

ー
と
の
業
務
提
携
を
解
消
し

た
ほ
か
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

の
影
響
を
受
け
て
、
固
定
資

産
や
投
機
的
資
産
に
多
大
な

含
み
損
が
発
生
、
財
務
内
容

は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。

年
４
月
以
降
は
取
引
金
融

機
関
か
ら
総
務
・
財
務
担
当

の
出
向
者
を
受
け
入
れ
、
財

務
体
質
の
健
全
化
を
図
っ
て

き
た
。

　
し
か
し
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
な
ど
の
攻
勢
も
あ

っ
て
集
客
は
落
ち
込
み
、

年
２
月
期
の
売
上
高
は
約

億
８
８
０
０
万
円
と
、
ピ
ー

ク
の
３
分
の
１
ま
で
減
少
。

経
営
の
安
定
化
に
は
財
務
体

質
を
改
善
す
る
こ
と
が
不
可

避
と
判
断
し
、
千
葉
県
中
小

企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
支

援
を
要
請
、

年
９
月
に
同

協
議
会
の
支
援
決
定
を
受
け

た
。

　
事
業
再
生
の
ス
キ
ー
ム
は

第
二
会
社
方
式
。
新
設
し
た

ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
ス
ズ

同
年

月
ミ
ヤ
ス
ズ
に
商
号
変
更

に
対
し
、
主
な
事
業
資
産
お

よ
び
負
債
の
一
部
を
承
継
さ

せ
る
会
社
分
割

吸
収
分

割

を
実
施
し
、

店
舗
ま

で
減
少
し
て
い
た
店
舗
の
運

営
を
移
管
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
型
店
と
の

競
合
が
激
化
す
る
中
、
売
上

高
は

年
２
月
期
の
約

億

９
８
０
０
万
円
か
ら

年
２

月
期
に
は
約

億
８
０
０
万

円
に
ダ
ウ
ン
。

　
大
手
が
進
出
し
て
き
た
地

域
の
店
舗
で
は
客
足
が
減

り
、

年
６
月
以
降
は
全
店

売
り
上
げ
も
前
年
比
３
割
減

少
し
た
。
こ
の
た
め
、
支
援

協
議
会
は
銀
行
団
に
協
調
融

資
を
原
資
と
す
る
再
建
案
を

提
示
し
た
が
、
９
月
９
日
開

催
の
バ
ン
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
一
部
の
金
融
機
関
が
こ
れ

を
拒
否
、
協
調
支
援
は
不
調

に
終
わ
る
。

　

月
以
降
の
資
金
繰
り
の

め
ど
も
立
た
な
い
う
え
、
実

質
的
に
は
債
務
超
過
。
残
さ

れ
た
道
は
破
産
し
か
な
か
っ

た
。
大
手
総
合
ス
ー
パ
ー

Ｇ
Ｍ
Ｓ

進
出
な
ど
に
伴

う
競
合
激
化
は
、
中
堅
以
下

の
地
場
ス
ー
パ
ー
の
経
営
環

境
を
極
め
て
厳
し
い
も
の
と

し
て
い
る
。

強靱な経営基盤の確立

固定費カバー率５０％超狙う

財務戦略
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社

３１

固定費カバー率の推移

年９月 年３月 年９月 年３月 年９月 年３月 年９月

固定費 億円

安定収益
億円 ※ －

固定費カバー
率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

※アセットマネジメント運用報酬 投資顧問報酬含む 、投信代理事務手数料、大和ネクスト銀
行運用利鞘、信用取引金利など
※ 年９月の固定費カバー率は見込み値、 年３月比で上昇する見込み

　
証
券
会
社
は
業
績
が
株
式

市
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
。
好
況
の
際

に
は
大
き
く
利
益
が
生
ま
れ

る
が
、
低
迷
し
て
も
赤
字
に

陥
ら
な
い
収
支
構
造
が
必
要

だ
。
こ
う
し
た
体
制
づ
く
り

に
向
け
て
大
和
証
券
グ
ル
ー

プ
本
社
は
「
強
靱
な
経
営
基

じ
ん

盤
の
確
立
」
を
中
期
経
営
計

画
に
盛
り
込
み
、
取
り
組
み

を
急
ぐ
。
そ
の
際
に
強
く
意

識
す
る
指
標
が
固
定
費
に
対

す
る
安
定
収
益
の
割
合
を
示

し
た
固
定
費
カ
バ
ー
率
だ
。

　
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社

は
２
０
１
４
年
度
を
最
終
年

度
と
す
る
３
年
間
の
中
計
に

固
定
費
カ
バ
ー
率
の
上
昇
に

向
け
て
達
成
目
標
を
盛
り
込

み
、
最
終
年
度
に

％
以
上

を
実
現
す
る
明
確
な
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
「
顧
客
や
商

品
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
安
定

収
益
の
比
重
を
高
め
、
人
件

費
や
不
動
産
関
連
費
な
ど
と

い
っ
た
コ
ス
ト
の
適
切
な
管

理
を
目
指
す
」

小
松
幹
太

常
務
執
行
役
兼
最
高
財
務
責

任
者

Ｃ
Ｆ
Ｏ

。

　
安
定
収
益
と
し
て
、
投
資

顧
問
報
酬
を
含
む
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
用
報
酬
を

は
じ
め
、
投
信
代
理
事
務
手

数
料
、
傘
下
で
あ
る
大
和
ネ

ク
ス
ト
銀
行
の
運
用
利
ざ

や
、
信
用
取
引
金
利
な
ど
に

着
目
す
る
。
「
安
定
収
益
は

平
た
く
言
え
ば
、
投
資
信
託

の
信
託
報
酬
な
ど
、
営
業
に

頼
ら
ず
に
積
み
上
が
る
利

益
。
こ
れ
で
固
定
費
を
捻
出

で
き
れ
ば
、
仮
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
振
る
わ
な
か
っ
た
と
し

て
も
健
全
な
経
営
状
況
を
維

持
で
き
る
」

同

。

　
取
り
組
み
は
順
調
に
進

捗
。

年
９
月
時
点
の
固
定

費
カ
バ
ー
率
は

％
の
大
台

も
視
野
に
入
る
と
い
う
。
同

年
３
月
時
点
の

％
を
７

程
度
上
回
る
見
込
み
だ
。
上

昇
に
向
け
て
変
化
の
兆
し
が

見
ら
れ
た
の
は
固
定
費
カ
バ

ー
率
が

％
に
な
っ
た

年

３
月
時
点
。

年
９
月
時
点

ま
で

％
で
足
踏
み
し
て
い

た
と
こ
ろ
に
動
き
が
あ
っ

た
。
以
降
、

年
９
月
時
点

に

％
に
達
す
る
な
ど
上
昇

傾
向
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
大

和
証
券
と
大
和
証
券
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ

現
大

和
証
券

の
合
併
の
ほ
か
、

中
計
の
着
実
な
実
行
が
あ

る
。

年
度
に
効
率
経
営
の

追
求
に
よ
る
黒
字
転
換
へ
の

取
り
組
み
を
徹
底
。
以
降
、

営
業
支
援
な
ど
を
担
当
す
る

ミ
ド
ル
・
バ
ッ
ク
部
門
か

ら
、
顧
客
と
接
す
る
フ
ロ
ン

ト
部
門
へ
の
人
員
シ
フ
ト
な

ど
を
進
め
た
。

　
実
際
、
固
定
費
は

年
９

月
時
点
で
１
２
１
５
億
円
に

達
し
て
以
降
、減
少
傾
向
で
、

年
９
月
時
点
で
１

０
０
０
億
円
台
に
ス

リ
ム
化
し
た
。一
方
、

こ
れ
に
並
行
し
、
リ

テ
ー
ル

個
人

部

門
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
部
門
に
経

営
資
源
を
投
入
す
る

な
ど
、
国
内
の
顧
客

基
盤
拡
大
に
も
取
り

組
む
。

年
３
月
時

点
の
安
定
収
益
は
前

年
同
期
比

・
０
％

増
の
４
４
４
億
円
。

同
年
９
月
時
点
も
安

倍
晋
三
政
権
の
経
済

政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
へ
の
期
待
感
な

ど
を
受
け
て
増
加
を

見
込
む
。
理
想
は
固

定
費
カ
バ
ー
率
１
０

０
％
と
い
う
。
「
徹

底
し
た
コ
ス
ト
管
理

に
併
せ
、
投
資
信
託

や
預
金
残
高
の
積
み

上
げ
で
安
定
収
益
を

伸
ば
す
」

同

。

強
靱
な
経
営
基
盤
の
確
立
に

向
け
て
歩
み
を
着
実
に
進
め

て
い
る
。

碩
靖
俊

ビ
ー
ル
に
も
多
様
化
の
波

進み続ける商品の細分化【ブラジル】
世界の窓

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
活
し
て
い

て
感
じ
る
こ
と
の
一
つ
に
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
商
品
の
細
分
化
が
あ
る
。

こ
こ

年
で
と
て
も
進
ん
だ

よ
う
に
思
う
。

　
日
本
食
を
例
に
と
る
と
、

か
つ
て
は
あ
か
抜
け
な
い
造

り
の
店
が
多
く
、
味
も
首
を

か
し
げ
る
よ
う
な
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
れ
が
最
近
で
は

ラ
ー
メ
ン
店
や
牛
丼
店
が
で

き
、
有
名
建
築
家
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
高
級
す
し
店
や
懐
石

料
理
店
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
購
買
力
の
強
い
中
産
階
級

が
海
外
に
旅
行
す
る
こ
と
も

多
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
嗜し

好
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
持
ち
帰

こ
うり

、
需
要
が
多
様
化
し
て
き

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
が
消
費
を
底
上
げ
し
、

幅
広
い
要
求
に
応
え
る
よ
う

な
空
気
が
高
ま
っ
て
い
る
の

は
歓
迎
し
た
い
。

　
地
ビ
ー
ル
も
好
例
だ
。
大

手
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー
ル
が
市

場
の
大
半
を
占
め
る
の
だ

が
、
町
中
や
旅
行
先
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
思
わ
ぬ
味
を
楽
し

め
る
こ
と
も
あ
る
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
は
地
ビ
ー
ル
専
門
店

が
あ
り
、
欧
州
、
米
国
産
に

交
じ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
勢
も
健

闘
し
て
い
る
。
た
だ
、
価
格

が
普
通
の
ビ
ー
ル
の
数
倍
だ

け
に
頻
繁
に
、
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
が
残
念
。

　
気
に
な
っ
て
世
界
の
ビ
ー

ル
消
費
量
を
調
べ
る
と
、
ブ

ラ
ジ
ル
は
上
位

に
入
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
が
意
外
に
思

え
る
ほ
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は

実
に
よ
く
ビ
ー
ル
を
飲
む
。

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
脇
に

置
き
ビ
ー
チ
で
一
日
過
ご
す

姿
は
一
年
中
見
ら
れ
る
し
、

軽
食
も
取
れ
る
立
ち
飲
み
バ

ー
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
あ

り
、
昼
夜
か
ま
わ
ず
一
杯
楽

し
ん
で
い
る
。

　
飲
み
方
も
凍
る
ほ
ど
冷
や

す
。
霜
が
張
っ
た
ボ
ト
ル
の

栓
を
抜
く
と
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
状
に
な
り
取
り
換
え
て
も

ら
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
適

温
な
ど
は
気
に
せ
ず
、
熱
々

の
肉
を
頬
張
り
な
が
ら
、
ギ

ン
ギ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
を

の
ど
に
流
し
込
む
の
が
、
庶

民
の
喜
び
の
一
つ
な
の
だ
。

　
季
節
感
を
楽
し
む
日
本
で

は
、
四
季
折
々
に
ビ
ー
ル
メ

ー
カ
ー
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
時

折
の
帰
国
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
に

並
ん
だ
ラ
ベ
ル
を
見
る
の
は

と
て
も
楽
し
い
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
、
ビ
ー
ル
と
く

れ
ば
、
２
０
１
１
年
に
シ
ン

カ
リ
オ
ー
ル
を
買
収
し
た
キ

リ
ン
を
思
い
出
さ
れ
る
読
者

が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
キ
リ
ン
」
と
し

て
活
躍
し
て
お
り
、
今
後
日

本
的
気
配
り
の
利
い
た
ビ
ー

ル
の
登
場
を
期
待
し
て
い

る
。

　

堀
江
剛
史

サ
ン
パ
ウ

ロ
の
邦
字
紙
「
ニ
ッ
ケ
イ
新

聞
」
記
者

海外進出

意欲の高さに驚きと確信
あの時

経
営
士

森
田
　喜
芳
　

　
次
の
仕
事
は
、
現
地
採
用

者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
生
産

開
始
前
に
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
現
地
採

用
者
の
最
初
に
採
用
す

る
人
は
将
来
現
地
の
指

導
者
や
幹
部
候
補
生
に

し
た
い
と
の
思
惑
も
重

な
っ
て
、
採
用
条
件
な

ど
の
基
準
を
定
め
て
採

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

当
時
は
当
社
の
モ
ー
タ

ー
サ
イ
ク
ル
組
立
工
場

か
ら
現
地
採
用
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
教
え
て

頂
き
、
採
用
準
備
を
し

た
。

　
さ
ら
に
、
現
地
で
採

用
し
た
人
の
日
本
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
の

か
と
い
う
検
討
も
始
め

た
。
小
生
は
最
初
に
５

社
を
回
り
、
現
地
採
用

者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

受
け
入
れ
の
説
明
と
同
時
に

各
社
の
受
け
入
れ
環
境
の
確

認
と
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
工
場
責
任
者
や
人
事
＆

総
務
関
係
の
人
達
と
も
意
見

交
換
し
た
。

　
そ
の
後
、
現
地
採
用
し
た

人
達
を
最
初
に
受
け
入
れ
る

た
め
、
日
本
の
文
化
、
風
俗

習
慣
＆
日
本
語
の
習
得
の
た

め
に
千
葉
に
あ
る
研
修
セ
ン

タ
ー
の
３
カ
月
コ
ー
ス
に
受

け
入
れ
て
も
ら
う
手
配
を
行

っ
た
。
そ
の
手
続
き
の
た
め

都
内
の
事
務
所
を
訪
れ

て
、
研
修
設
備
の
確
認

や
具
体
的
な
受
け
入
れ

態
勢
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
。

　
そ
の
後
、
千
葉
の
研

修
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
た

現
地
採
用
者
よ
り
研
修

を
終
了
し
て
か
ら
、
日

本
語
の
ひ
ら
が
な
主
体

の
手
紙
が
届
い
た
の
に

は
大
変
驚
い
た
。
現
地

採
用
者
の
意
欲
の
高

さ
、
ま
じ
め
さ
、
ま

た
、
日
本
人
が
３
カ
月

で
こ
れ
だ
け
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
を
覚
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
と
感
心
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
調
子
な
ら
ば
、

５
社
に
研
修
に
行
っ
て

も
、
問
題
な
く
成
果
が

あ
が
る
良
い
研
修
に
な

る
だ
ろ
う
と
自
信
を
得
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰

国
し
て
も
、
今
後
Ｋ
Ｇ
Ｄ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
幹
部
社
員
と

し
て
立
派
に
成
長
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
と
確
信
を
得
た
。

切
断
機
・
ベ
ン
ダ
ー
・
端
末
加
工
機

吉田エンジニアリング
　
吉
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
線
材
や
丸
棒
、
パ
イ
プ

の
曲
げ
加
工
機
や
端
末
成
形
加
工
機
な
ど
の
汎
用
機
か

ら
専
用
機
ま
で
を
設
計
・
製
造
し
て
い
る
。
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
機
種

を
開
発
し
て
き
た
。
長
年
の
実
績
と
金
型
な
ど
の
社
内

加
工
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
な
設
備
に

対
応
で
き
る
。

　
自
動
車
産
業
か
ら
建
築
金
物
、
店
舗
装
飾
金
物
、
家

庭
用
金
物
な
ど
、
各
種
業
界
へ
機
械
を
納
入
し
評
価
は

高
い
。
台
湾
や
韓
国
な
ど
、
ア
ジ
ア
各
国
の
機
械
装
置

を
含
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
予
算
内
で
最
大
限
の
性
能
を
発

揮
す
る
よ
う
、
エ
ア
ー
、
油
圧
、
電
気
サ
ー
ボ
を
使
用

し
て
、
ベ
ス
ト
な
設
備
を
提
案
す
る
。

小森安全機研究所
　
小
森
安
全
機
研
究
所
は
創
業

年
、
安
全
装
置
メ
ー

カ
ー
と
し
て
プ
レ
ス
作
業
現
場
の
安
全
を
提
案
し
て
い

る
。
今
ま
で
作
業
的
に
安
全
確
保
が
困
難
だ
っ
た
プ
レ

ス
ブ
レ
ー
キ
だ
が
、
２
０
１
１
年
の
労
働
安
全
衛
生
規

則
改
正
に
よ
り
、
専
用
の
安
全
装
置
が
追
加
さ
れ
た
。

同
社
は
そ
の
検
定
に
い
ち
早
く
対
応
し
た
「
Ｄ
Ｓ
Ｐ
―

Ｊ
」
を
発
売
。
独
自
の
特
殊
形
状
の
レ
ー
ザ
ー
と
四
つ

の
受
光
ポ
イ
ン
ト
で
、
作
業
者
の
手
指
を
監
視
。
振
動

に
強
く
、
微
妙
な
指
先
の
進
入
を
感
知
す
る
。

　
２
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
に

対
応
。
専
用
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
で
金
型
交
換
も
容
易
に
行
え

る
。
シ
ン
プ
ル
な
設
計
で
、
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

あ
る
。

兼房
　
兼
房
が
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
、
発
売
し
て
い
る
金

属
切
断
用
超
硬
丸
鋸
「
Ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
ｏ
　
Ｍ
ａ
ｘ

フ
ェ

ロ
ー
マ
ッ
ク
ス

コ
ー
ル
ド
ソ
ー
」
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
新
製
品
の
「
Ｓ
Ｔ
―
５
Ｐ
」
は
、
一
般
鋼
切
断
用
サ

ー
メ
ッ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
、
安
定
し
た
切
断
と
高
寿
命

化
を
実
現
し
て
い
る
。
高
靭
性
の
新
サ
ー
メ
ッ
ト
材
種

お
よ
び
、
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
ロ
ー
付
け
を
採
用
し
、
従

来
仕
様
と
比
べ
刃
先
の
耐
欠
損
性
お
よ
び
ロ
ー
付
け
強

度
が
向
上
し
て
い
る
。

　
同
社
は
ビ
レ
ッ
ト
や
パ
イ
プ
と
い
っ
た
切
断
材
の
形

状
や
、
各
種
鋼
材
に
応
じ
た
豊
富
な
製
品
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

道和機械刃物
　
道
和
機
械
刃
物
は
切
断
機
お
よ
び
刃
具
専
門
メ
ー
カ

ー
。
同
社
の
「
角
パ
イ
プ
切
断
専
用
金
型
」
は
、
Ｖ
字

型
の
ス
リ
ッ
ト
下
型
に
先
端
角
度
１
３
０
度
の
上
型
刃

が
下
降
す
る
こ
と
で
角
パ
イ
プ
を
正
確
に
切
断
す
る
製

品
。

　
パ
イ
プ
の
辺
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
標
準
化
し
た
５
タ

イ
プ

Ｄ

―

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
上

型
刃
、
ス
リ
ッ
ト
下
型
は
再
研
磨
が
容
易
で
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
ア
ン
グ
ル
材
や
折
り
曲
げ
板
材
の
専
用

金
型
も
用
意
し
て
い
る
。
刃
先
角
度
を
直
線
に
近
い
角

度
に
す
る
と
、
き
れ
い
な
切
断
面
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 １１月１２日 火曜日 　　 （ ）


